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特
別
寄
稿  

「
日
本
の
中
国
へ
の
援
助
を
考
え
る
」 

　
九
里
徳
泰
（
く
・
の
り
・
の
り
・
や
す
）
（
中
央
大
学
助
教
授
（
環
境
経
営
学
）
） 

統
計
資
料  

デ
ー
タ
か
ら
見
た
中
国 

（１） インターネットかわら版 平成19年３月26日（月）発行 第３号 

ODAインターネットテレビで 
開発途上国の映像を配信 

 「ODAインターネットテレビ」http://www.apic.or.jp/plaza/tv/ では
国際協力の現場の映像が配信されており、国際理解教育や開発教育
の教材として、今後の授業での活用が期待される。DVD版も無料配
布されている。 
問い合わせ：（財）国際協力推進協会（APIC） 
電話：03-3947-2491　E-mail：odatv@apicplaza.ne.jphttp://www.apic.or.jp/plaza/tv/

 

日
本
と
中
国
は
国
交
正
常
化
後
34
年
間
を
経
て
、さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に
お
け
る
交
流
と
協
力
、相
互
依
存

の
関
係
を
益
々
深
め
て
い
る
。日
中
両
国
の
健
全
か
つ
安
定
的
な
発
展
は
、ア
ジ
ア
及
び
世
界
の
平
和
、安

定
及
び
発
展
に
大
き
く
貢
献
す
る
も
の
で
あ
る
。今
後
の
両
国
間
の
国
際
協
力
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、特

に
環
境
保
全
や
人
材
育
成
・
教
育
分
野
の
協
力
事
例
を
も
と
に
、考
え
る
機
会
と
し
て
み
た
い
。 

中
国
の
一
般
事
情 

経
済 

日
本
と
中
国
の
二
国
間
関
係 

1. 面積 
2. 人口 
3. 首都 
4. 人種 
5. 言語 
 
1. 主要産業 
2. GDP 
3. 一人当たりGDP 
4.経済成長率 
5.物価上昇率 
6.失業率 
7. 貿易額（2005年） 
8.主要貿易品目 
 
 
9. 主要貿易 
 
 
10.通貨・為替レート 
11.経済概況 
 
 
 
 
 
 
1.政治関係 
 
 
  
 
2.経済関係 
 
 
 
 
 
3. 文化関係・各種交流  
 

960万km2（日本の約26倍） 
13億756万人（中国国家統計局2005） 
北京 
漢民族（総人口の92％）及び55の少数民族 
漢語（中国語） 
 
繊維、食品、化学原料、機械、非金属鉱物 
2兆2257億ドル　182321億元（中国国家統計局2005） 
1,700ドル（2005年）（数値は中国国家統計局） 
9.9％（2005年） 
1.8％（2005年、消費者物価） 
4.2％（2005年、都市部登録失業率） 
（1）輸出   7,620億ドル（2）輸入   6,601億ドル 
（1）輸出   機械電気製品、ハイテク製品、繊維・同製品 
（2）輸入   機械電気製品、ハイテク製品、集積回路・マイクロ

組立部品 
相手国・地域 
（1）輸出   米国、EU、香港、日本 
（2）輸入   日本、韓国、ASEAN、台湾 
人民元＜1ドル＝約8.07元（2005年）＞ 
（1）2005年の中国の国内総生産額（名目額）は、約2兆2,257億

ドル、実質成長率9.9％で3年連続10％前後の高い伸び。
中国政府による引き締め政策の実施にもかかわらず、成長
率は目標（8％前後）を大幅に超過。 

（2）一方、都市と農村の経済格差の拡大、金融、エネルギー、
環境社会保障等、多くの課題も抱えている。 

 
（1）成熟した未来志向の関係（平和と発展のための友好協力パ

ートナーシップ）構築で一致 
（2）世界に貢献する日中関係の構築で一致 
（3）中国の進める改革・開放政策の支持 
 
（1）日中貿易（ジェトロによるドル換算） 
　　　貿易額（2005年）　輸出入合計計1,894億ドル 
（2）日本からの直接投資 
　　　79年から05年末までの累計533.8億ドル（実行ベース、中

国側統計） 
 
　2006年においては、日中双方は、日中関係の未来を担う高校
生を中心とする青少年交流の重要性に鑑み、「日中21世紀交流事
業」を実施することとし、5月16日から24日にかけて中国人高校
生の短期代表団第1陣200名が来日した。今後、日本側において
は、日中友好会館による中国人高校生の短期招へい、国際交流基
金による中国人高校生の中長期招へい等の事業を行っていく。ま
た、2006年を「日中観光交流年」、日中国交正常化35周年にあ
たる2007年を「日中文化・スポーツ交流年」と位置づけ、文化
事業を重点的に行うことにより、両国間の文化交流、人的交流を
拡充していく予定である。 

 

2
民
間
モ
ニ
タ
ー
か
ら
の
報
告
①
②
　
中
国 

統計資料　データから見た中国 

出展：平成18年度ODA民間モニター報告書中国編 



「
森
林
再
生
へ
の
挑
戦
」 

日
本
の
政
府
開
発
援
助（
Ｏ
Ｄ
Ａ
）の 

現
場
を
視
察
し
た
市
民
か
ら
の
報
告
① 

日
本
と
中
国
の
国
際
協
力 

Ｏ
Ｄ
Ａ
事
業
の
概
要  

  

中
国
黄
土
高
原
に
お
け
る 

森
林
再
生
事
業 

（
草
の
根
技
術
協
力
事
業
パ
ー
ト
ナ
ー
型
） 

  

　
対
象
地
域
の
山
西
省
大
同

市
は
、
黄
土
高
原
の
東
北
端

に
位
置
し
、
砂
漠
化
、
水
土

流
失
、
水
不
足
、
風
砂
な
ど

の
問
題
が
深
刻
で
、
緊
急
の

対
策
と
し
て
緑
化
が
必
要
と

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
対
象

地
域
は
、
北
京
、
天
津
な
ど

の
大
都
市
と
、
華
北
穀
倉
地

帯
の
水
源
で
あ
り
、
風
砂
の

吹
き
出
し
口
で
も
あ
る
こ
と

か
ら
、
森
林
再
生
が
喫
緊
の

課
題
と
な
っ
て
い
る
。 

　
中
国
政
府
も
、
三
北
防
護

林
（
緑
の
長
城
計
画
）
、
太

行
山
緑
化
工
程
、
北
京
天
津

地
区
風
砂
源
改
善
工
程
、
首

都
水
資
源
保
護
21
世
紀
計
画

な
ど
の
国
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
配
置
し
、
懸
命
に
緑
化
に

取
り
組
ん
で
い
る
。 

　
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
い

て
は
、
中
国
に
お
け
る
砂
漠

化
進
行
地
域
の
一
つ
で
あ
る

山
西
省
大
同
市
に
お
い
て
、

持
続
可
能
な
森
林
再
生
モ
デ

ル
を
作
り
、
こ
の
モ
デ
ル
作

り
を
通
じ
た
技
術
支
援
を
行

う
こ
と
に
よ
り
、
こ
れ
ら
の

技
術
を
他
の
周
辺
地
域
へ
も

普
及
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
る
。 

        

　
２
千
年
前
位
ま
で
は
、
黄

土
高
原
の
50
％
は
森
林
で
あ

り
、
„
黄
河
“
で
は
な
く
、

澄
ん
だ
河
が
流
れ
て
い
た
と

い
う
。
こ
の
原
因
は
気
候
的

変
動
要
因
も
あ
る
が
、
最
近

で
は
人
災
、
即
ち
無
理
な
耕

地
造
成
・
森
林
伐
採
・
過
度

の
放
牧
に
よ
る
も
の
と
い

う
。
「
草
の
根
技
術
協
力
」

に
よ
る
森
林
再
生
事
業
は
、

こ
の
砂
漠
化
地
域
に
対
し

て
、
日
本
の
緑
化
技
術
協
力

に
よ
り
、
植
樹
・
造
林
を
定

着
さ
せ
、
再
び
緑
豊
か
な
大

地
を
甦
ら
せ
、
そ
れ
に
よ

り
、
こ
の
貧
困
に
喘
ぐ
農
村

の
生
活
水
準
の
改
善
も
図
ろ

う
と
す
る
日
中
共
同
の
壮
大

な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
。

我
々
は
、
環
境
林
セ
ン
タ
ー

な
ど
を
見
学
し
た
が
、
„
不

毛
の
地
“
と
い
わ
れ
た
こ
の

土
地
に
見
事
な
„
林
・
森
“

が
復
活
し
て
い
た
。
試
行
錯

誤
の
連
続
で
あ
っ
た
ろ
う

が
、
今
後
も
協
力
す
べ
き
事

業
と
思
っ
た
。 

Ｏ
Ｄ
Ａ
事
業
の
概
要  
  

日
中
友
好
環
境
保
全 

セ
ン
タ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト 

フ
ェ
ー
ズ
Ⅲ 

  　
１
９
８
０
年
代
後
半
、
中

国
で
は
急
激
な
経
済
成
長
に

伴
い
、
大
気
汚
染
、
水
質
汚

濁
等
の
公
害
問
題
が
顕
在
化

し
て
き
た
。
こ
の
た
め
、
１

９
８
８
年
無
償
資
金
協
力
に

よ
る
「
日
中
友
好
環
境
保
全

セ
ン
タ
ー
」
の
建
設
が
合
意

さ
れ
、
１
９
９
６
年
に
セ
ン

タ
ー
建
物
の
建
設
及
び
諸
施

設
が
完
成
し
た
。
技
術
協
力

は
、
１
９
９
２
年
か
ら
３
つ

の
フ
ェ
ー
ズ
に
わ
た
り
、
計
15

年
間
に
実
施
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
、
環
境
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
、
公
害
防
止
技
術
研
究
、

環
境
政
策
研
究
、
人
材
育
成

研
修
、
環
境
情
報
の
整
備
等

が
実
施
さ
れ
て
き
た
。
現
在

実
施
中
の
フ
ェ
ー
ズ
Ⅲ
に
お

い
て
は
、
（
１
）
循
環
型
経

済
推
進
の
た
め
の
人
材
育

成
、
（
２
）
企
業
環
境
保
護

監
督
員
等
の
育
成
、
（
３
）

環
境
保
護
基
本
法
や
環
境
影

響
評
価
法
導
入
の
た
め
の
支

援
を
実
施
し
て
い
る
。 

        

　
「
中
国
で
は
大
気
汚
染
や

水
質
汚
濁
な
ど
と
て
も
深
刻

で
あ
る
が
、
そ
れ
で
も
、
こ

の
10
年
く
ら
い
で
中
国
の
環

境
管
理
は
か
な
り
向
上
し
て

い
る
と
い
う
。
無
償
資
金
協

力
に
よ
っ
て
建
設
さ
れ
た
日

中
友
好
環
境
保
全
セ
ン
タ
ー

で
は
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
の
分

析
技
術
と
分
析
管
理
能
力
の

向
上
な
ど
、
無
償
資
金
協
力

に
よ
っ
て
建
設
さ
れ
た
日
中

友
好
環
境
保
全
セ
ン
タ
ー
で

は
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
の
分
析

技
術
と
分
析
管
理
能
力
の
向

上
な
ど
が
行
わ
れ
て
い
た
。

環
境
管
理
が
向
上
し
て
い
る

と
は
言
っ
て
も
、
ま
だ
ま
だ

中
国
は
多
く
の
課
題
を
抱
え

て
い
る
。
日
本
の
持
っ
て
い

る
技
術
で
、
こ
の
課
題
を
少

し
ず
つ
解
消
し
て
い
く
取
り

組
み
は
、
地
道
な
が
ら
と
て

も
重
要
で
必
要
な
支
援
だ
と

感
じ
た
。
す
ぐ
に
効
果
が
出

る
も
の
で
な
い
た
め
、
支
援

に
よ
る
効
果
が
あ
ま
り
見
え

な
い
が
、
長
い
目
で
見
た
場

合
に
中
国
に
と
っ
て
、
大
き

な
も
の
に
な
る
で
あ
ろ
う
と

思
っ
た
。
」 
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「
発
展
の
影
で
」 

（東京都） 

河
合
美
樹
さ
ん 

神奈川県 

平成19年３月26日（月）発行 

Ｏ
Ｄ
Ａ
民
間
モ
ニ
タ
ー
報
告 

Ｏ
Ｄ
Ａ
民
間
モ
ニ
タ
ー
報
告 

・上記のODA事業の映像はODAインターネットテレビ http:/ /www.apic.or. jp/plaza/tv/  でご覧いただけます。 
・開発途上国のODA事業を紹介するテレビ番組「世界とともに生きる ODA TODAY」（毎週土曜日午前11：45～11：50）もBS JAPANで放送中です。 

鉄
本
隆
一
さ
ん 

日
本
の
政
府
開
発
援
助（
Ｏ
Ｄ
Ａ
）の 

現
場
を
視
察
し
た
市
民
か
ら
の
報
告
② 

日
本
と
中
国
の
国
際
協
力 



　
８
月
15
日
の
小
泉
首
相
の

靖
国
参
拝
直
後
、
中
国
へ
外

務
省
の
政
府
開
発
援
助
（
Ｏ

Ｄ
Ａ
）
民
間
視
察
団
の
一
員

と
し
て
訪
問
し
て
き
た
。
こ

の
旅
で
の
大
き
な
目
的
は
、

開
発
途
上
国
へ
の
援
助
と
し

て
実
施
さ
れ
た
Ｏ
Ｄ
Ａ
が
き

ち
ん
と
行
わ
れ
て
い
る
か
民

間
の
第
三
者
が
実
地
検
証
す

る
た
め
で
あ
る
。 

　
対
中
国
Ｏ
Ｄ
Ａ
は
、
１
９

７
９
年
に
開
始
さ
れ
、
２
０

０
５
年
５
月
の
デ
ー
タ
に
よ

る
と
、
こ
れ
ま
で
に
有
償
資

金
協
力
（
円
借
款
）
が
約
３

兆
１
３
３
１
億
円
、
無
償
資

金
協
力
を
１
４
５
７
億
円
、

技
術
協
力
を
１
４
４
６
億

円
、
総
額
約
３
兆
円
以
上
を

実
施
し
て
き
た
。
経
年
で
み

る
と
昨
今
中
国
へ
の
Ｏ
Ｄ
Ａ

は
、
最
盛
期
の
半
分
ほ
ど
の

額
へ
と
減
っ
て
き
て
い
る
。

大
型
イ
ン
フ
ラ
整
備
か
ら
、

内
陸
部
の
貧
困
問
題
、
環
境

問
題
、
人
材
育
成
へ
と
絞
る

こ
と
に
な
っ
た
か
ら
で
あ
る

が
、
日
中
関
係
を
背
景
に
し

た
日
本
国
内
に
あ
る
“
ひ
き

し
め
論
„
な
ど
も
影
響
し
て

い
る
と
思
わ
れ
る
。
す
で
に

中
国
は
有
人
宇
宙
ロ
ケ
ッ
ト

も
飛
ば
し
経
済
的
技
術
的
に

成
熟
し
て
い
る
の
で
必
要
な

い
の
で
は
、
と
い
う
意
見
も

あ
る
。
た
だ
し
、
忘
れ
て
い

け
な
の
は
す
べ
て
の
Ｏ
Ｄ
Ａ

の
支
援
は
、
援
助
要
請
に
よ

り
行
わ
れ
、
決
し
て
日
本
の

押
し
付
け
で
支
援
を
し
て
い

る
わ
け
で
は
な
い
、
と
い
う

こ
と
だ
。 

　
果
た
し
て
中
国
で
は
日
本

の
Ｏ
Ｄ
Ａ
が
必
要
な
い
の
だ

ろ
う
か
？
　
私
は
重
慶
市
、

河
北
省
張
家
口
、
山
西
省
大

同
市
、
北
京
市
の
計
８
か
所

の
支
援
場
所
を
実
地
踏
査
し

て
き
た
。 

　
重
慶
市
で
は
、
「
有
償
資

金
協
力
」
に
よ
る
、
環
境
都

市
建
設
の
た
め
の
モ
ノ
レ
ー

ル
建
設
、
大
学
へ
の
人
材
・

ハ
ー
ド
の
整
備
、
環
境
モ
デ

ル
都
市
計
画
・
発
電
所
脱
硫

装
置
を
見
学
し
た
。
数
百
億

円
規
模
の
多
額
の
融
資
が

Ｏ
Ｄ
Ａ
と
し
て
長
期
低
金
利

（
金
利
０.

７
５
％
、
４
０
年

返
済
）
で
行
わ
れ
て
い
る

が
、
越
境
す
る
環
境
問
題
の

対
処
、
改
革
・
開
放
へ
の
人

材
育
成
支
援
は
、
日
本
へ
の

影
響
を
考
え
た
場
合
、
重
要

か
つ
喫
急
な
支
援
で
あ
る
の

が
妥
当
だ
ろ
う
。
た
だ
、
日

本
政
府
は
こ
の
３
月
に
対
中

国
円
借
款
は
北
京
五
輪
前
ま

で
に
終
了
す
る
と
し
た
。
今

後
同
様
の
融
資
が
必
要
な
場

合
は
、
国
際
協
力
銀
行
の
事

業
開
発
な
ど
金
融
か
ら
の
金

利
の
高
い
融
資
に
よ
り
行
わ

れ
、
Ｏ
Ｄ
Ａ
の
範
囲
に
は
入

ら
な
く
な
る
。
こ
れ
に
よ
り

対
中
国
Ｏ
Ｄ
Ａ
の
総
額
は
数

字
と
し
て
は
一
気
に
下
が

る
。 

　
発
展
目
覚
し
い
首
都
北
京

か
ら
自
動
車
で
丸
１
日
か
け

て
山
西
省
の
大
同
に
も
向
か

っ
た
。
砂
漠
化
が
激
し
い
黄

土
高
原
の
森
林
再
生
事
業
へ

の
Ｏ
Ｄ
Ａ
（
草
の
根
技
術
協

力
事
業
）
を
、
地
元
の
大
同

市
と
日
本
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
緑
の
地

球
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
協
働
で

砂
漠
の
緑
化
を
行
う
現
場
を

見
た
。
こ
の
黄
土
高
原
は
、

日
本
に
春
先
飛
来
す
る
黄
砂

の
原
因
で
も
あ
る
。
３
年
間

の
べ
１
０
人
の
日
本
人
短
期
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重慶モノレール建設計画（有償資金協力） 

中国黄土高原における森林再生事業（草の根技術協力事業パートナー型） 

「
日
本
の
中
国
へ
の 
　
　
　   

援
助
を
考
え
る
」 

 

九
里
徳
泰
（
く
・
の
り
・
の
り
・
や
す
） 

 

（
中
央
大
学
助
教
授（
環
境
経
営
学
）） 

特
別
寄
稿 



専
門
家
派
遣
と
２
４
０
０
万

円
の
機
材
供
与
を
行
っ
て
い

る
。
砂
漠
化
し
た
台
地
に
持

続
可
能
な
森
林
再
生
モ
デ
ル

を
作
り
、
普
及
さ
せ
、
地
元

の
中
国
人
へ
そ
の
技
術
と
成

果
を
引
継
ぐ
こ
と
が
大
き
な

目
的
だ
。
同
Ｎ
Ｇ
Ｏ
は
１
９

９
２
年
か
ら
現
地
の
青
年
連

合
会
と
と
も
に
緑
化
運
動
を

始
め
、
す
で
に
植
約
１
４
０

０
万
本
の
苗
木
を
植
え
、
そ

の
面
積
は
約
４
０
０
０
ヘ
ク

タ
ー
ル
（
東
京
ド
ー
ム
約
８

５
０
個
以
上
の
広
さ
）
に
も

達
し
て
い
る
。
現
場
に
は
日

本
人
は
常
駐
せ
ず
、
現
地
中

国
人
数
十
名
が
さ
ま
ざ
ま
な

緑
化
事
業
を
行
っ
て
お
り
、

就
業
機
会
創
出
に
も
一
役
買

っ
て
い
る
。
私
も
大
同
県
聚

楽
郷
に
あ
る
カ
サ
サ
ギ
の
森

で
植
林
活
動
を
さ
せ
て
も
ら

っ
た
。
す
で
に
植
林
を
は
じ

め
て
４
年
が
経
過
し
て
い
る

こ
の
台
地
に
は
高
さ
１
ｍ
ほ

ど
だ
が
将
来
の
森
と
な
る
木

々
が
で
き
上
が
り
つ
つ
あ
っ

た
。
マ
ツ
の
苗
木
は
１
本
２

円
、
山
地
１
ヘ
ク
タ
ー
ル
の

緑
化
が
５
万
円
で
で
き
る
と

い
う
。
ち
ょ
う
ど
私
が
訪
問

し
て
い
た
時
に
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
事

務
局
長
・
高
見
邦
雄
さ
ん
が

こ
の
緑
化
に
対
す
る
尽
力
か

ら
大
同
市
名
誉
市
民
の
称
号

を
送
ら
れ
た
こ
と
と
な
っ

た
。
「
Ｏ
Ｄ
Ａ
の
支
援
に
は

本
当
に
助
け
ら
れ
た
」
と
語

っ
た
。 

　
大
同
市
か
ら
さ
ら
に
奥
の

山
村
へ
。
霊
丘
県
の
小
学

校
、
医
療
施
設
「
草
の
根
・

人
間
の
安
全
保
障
無
償
資
金

協
力
」
の
現
場
へ
と
向
か
っ

た
。
埃
が
舞
う
道
の
脇
で
、

豚
や
鶏
、
ヤ
ギ
な
ど
と
生
活

す
る
地
域
。
中
国
で
は
都
市

と
農
村
の
格
差
が
激
し
く
二

極
化
し
て
い
る
。
世
界
銀
行

の
基
準
で
あ
る
１
日
１
ド
ル

以
下
で
生
活
す
る
人
口
が
１

億
６
千
万
人
（
２
０
０
３

年
）
と
い
わ
れ
て
い
る
。
こ

の
よ
う
な
都
市
か
ら
離
れ
た

場
所
で
、
災
害
や
老
朽
化
に

よ
り
更
新
が
で
き
な
い
施
設

建
設
な
ど
に
無
償
Ｏ
Ｄ
Ａ
に

よ
り
１
０
０
０
万
円
限
度
で

の
支
援
が
行
わ
れ
て
い
る
。

１
９
９
８
年
に
建
築
さ
れ
た

趙
北
郷
王
城
庄
「
中
日
友
好

希
望
小
学
校
」
で
は
数
十
人

の
小
学
生
に
出
迎
え
ら
れ

た
。
同
じ
名
の
小
学
校
は
こ

の
県
に
あ
と
２
つ
あ
る
。 

　
「
い
ま
な
に
が
ほ
し
い
で

す
か
？
」
と
聞
く
と
「
知
識

が
ほ
し
い
」
と
子
ど
も
が
目

を
輝
か
せ
て
答
え
た
。
親
は

「
子
ど
も
は
大
学
へ
行
か
し

た
い
」
と
い
う
。
こ
の
よ
う

な
中
国
で
の
Ｏ
Ｄ
Ａ
草
の
根

支
援
は
、
１
９
９
０
年
か
ら

の
累
計
が
56
億
円
７
７
４
件

と
な
っ
た
。 

　
さ
て
、
２
０
０
３
年
に
見

直
さ
れ
た
Ｏ
Ｄ
Ａ
大
綱
は

「
国
際
社
会
の
平
和
と
発
展

へ
の
貢
献
を
通
じ
て
、
我
が

国
の
安
全
と
繁
栄
の
確
保
に

資
す
る
。
平
和
の
構
築
、
人

間
安
全
保
障
の
重
視
」
と
し

て
い
る
。
Ｏ
Ｄ
Ａ
が
、
日
中

の
過
去
の
歴
史
を
踏
ま
え
な

が
ら
、
両
国
の
い
か
に
友
好

な
関
係
を
造
る
か
と
い
う
国

際
社
会
の
平
和
と
安
定
に
か

か
わ
っ
て
い
る
こ
と
を
忘
れ

て
は
な
ら
な
い
。
対
中
国
外

交
は
プ
レ
ゼ
ン
ス
の
み
を
前

提
と
し
た
ハ
ー
ド
な
外
交
だ

け
で
な
く
、
Ｏ
Ｄ
Ａ
を
通
じ

た
国
民
の
相
互
理
解
と
友
好

を
通
じ
た
ソ
フ
ト
な
外
交
と

い
う
戦
略
的
ア
プ
ロ
ー
チ
も

必
要
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

今
後
も
日
本
は
隣
国
と
し
て

中
国
と
の
係
わ
り
合
い
は

続
く
。
中
国
と
幅
広
い
分
野

で
人
的
、
技
術
的
交
流
し
て

い
く
こ
と
を
前
提
に
し
た
ソ

フ
ト
な
Ｏ
Ｄ
Ａ
が
こ
れ
か
ら

求
め
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
多
く
の
日
本
人
が

Ｏ
Ｄ
Ａ
の
最
前
線
で
中
国
人

と
信
頼
関
係
を
築
き
な
が
ら

支
援
活
動
を
し
て
い
る
様
子

を
ぜ
ひ
見
て
ほ
し
い
。 （

了
） 
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黄土高原の森林再生事業で活躍する日本のNGO・緑の地球ネットワーク 

改築された小学校の子どもたち(霊丘県)

医療環境の整備で導入された超音波診断装置 

解
説 :  

Ｏ
Ｄ
Ａ
と
言
っ
て
も

現
在
大
き
く
４
つ
に
分
け
ら

れ
て
い
る
。
１
つ
は
、
い
わ

ゆ
る
「
円
借
款
」
と
い
う
資

金
の
低
金
利
・
長
期
貸
し
出

し
の
比
較
的
高
額
、
大
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
「
有
償
資
金
協

力
」
。
２
つ
め
は
、
機
材
・

設
備
な
ど
の
「
無
償
資
金
協

力
」
。
３
つ
め
は
人
づ
く

り
、
政
策
制
度
づ
く
り
の
「

技
術
協
力
」
。
そ
し
て
、
地

方
公
共
団
体
、
教
育
・
医
療

機
関
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
な
ど
の
小
規

模
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
対
象
と

し
た
１
０
０
０
万
円
以
下
の

「
草
の
根
・
人
間
の
安
全
保

障
無
償
資
金
協
力
」
と
な

る
。 


